
○評価基準

評価項目 配点

事業への理解・知識 5点

提案内容の的確性 5点

提案内容の実現性 10点

5点

5点

5点

5点

10点

10点

5点

65点

5点

5点

民間企業及び官公庁への実績がある 5点

民間企業等への実績がある 3点

実績がない 1点

府内に本店がある 5点

府内に支店、営業所等がある 3点

上記以外 1点

価格点 15点

35点

100点

満点（１５点）×（提案価格のうち最低価格/自社の提案価格）

小計

合計

業務実績 本業務と同種・類似業務の実績があるか。 5点

府内企業 京都府内に、本店、支店又は営業所等を有する者であること。 5点

データ分析に精通していない職員にも配慮し、効率的にスキルアップが可能な提案となって
いるか。

25点
学習教材は、研修に参加しない職員でも学習可能で、効率的なスキルアップが見込める提
案となっているか。

モデル市町村が、自ら分析を行い、自立して証拠に基づく政策立案（EBPM）を推進できる
提案となっているか。

小計

業務実績面

業務実施体制

提案内容を実施できる人員が確保されているか。

10点

各行程ごとに妥当な時間配分がなされ、業務完了に至るまでの過程が明確に説明されて
いるか。

提案項目

データの種類や分析
ツールについて

学習教材・研修内容に
ついて

統計データ利活用に関する業務委託

評価内容

全体の評価

証拠に基づく政策立案（EBPM）への理解と知識が十分にあるか。

20点仕様書を的確に踏まえ、明確かつ具体的に提案されているか。

実施方法等が具体的で、実現性があるか。

分析に必要なデータを把握しているか。

10点

Microsoft Excelや、無料・オープンソースで導入も容易な言語又はツールを採用している
か。

データ分析について

モデル市町村の特徴・課題を明らかにできる提案となっているか。

10点

課題に対して実用性のあるアプローチを検討・提案しているか。


